高校生の国際研修旅行経験による国際的資質の向上 by 藤原 健志 et al.
筑波大学学校教脊論集 第37巻 (2015)














キーワード：国際教育 国際的脊質 高校生 国際研修旅行
The effect of oversea school trip on students'international disposition. 
Takeshi Fujiwara1> Junko Iida1> Yuichiro Kai1> Sueo Matsumoto'> 
Kosho Kusakabe2> Toru Suzuki2> Toshinori Ishikuma1> 
The purpose of this study was to investigate the effect of oversea school trip on students'international 
disposition such as cross-cultural understanding and・ communication competence among Japanese high school 
students. 246 high school students who participated in five day trip t s・ o mgapore answered the questionnaire 
regarding mternat1onal disposition. The results showed that some of th e scores of international disposition such 
as the deeper understanding of their own country, th l e c oseness toward foreigners, and the positive attitude 
toward global communication increased in the post test. Implication and future research direction for the global 
education are briefly discussed. 
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Fl F2 F3 F4 
Fl 外国人への親和性 (a=.86) 
2. 感 いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽しい
3. 感 多くの外国人と友達になりたいと思う
1. 感 R 外国人とはあまり話をしたくない
13. 関 海外に行ったら，地元の人の習恨に触れたいと思う
F2 自国理解 (a=.89) 
11. ※ 日本はすばらしい国だと思う
12. ※ 日本人であることを誇りに思う
F3 多文化尊重 (a=.69) 
5. 平 R 貧しい国の人ならば，意見が軽視されることがあってもやむをえない— .09
4. 平 R 出身国によって待遇に差があってもやむをえないと思う— .07
20. 共 各国に見られる独自の習恨を尊重したい .15 
6. 平 R ある民族がほかの民族より劣っていると考えてはいけないと思う 一.07
19. 共 異なる文化に触れることは，興味深い体験だと思う .27 
F4 外国文化への興味• 関心 (a=.59) 
7 • 理 外国で起きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明できる
8. 理 R 世界の主な宗教の特色を説明できない
10. ※ 日本の伝統的習恨を説明できる
除外された項目
9 • 理 外国で信仰されている宗教をいくつか挙げることができる



























































































































Fl F2 F3 F4 
平均値 (SD)共通性
Fl 英語力 (a=.90) 
22. 理 自分の言いたいことを英語などの外国語で表現できる
21. 理 英語などの外国語で柑かれた新聞や雑誌が読める




F3 アサーション (a=.80) 
29. ※ 自分の考えと異なる人に対して，自分の慈見を言える
27. ※ 自分の意見をきちんと主張できる
F4 典味• 関心 (a=.61) 
26. I閲 R 今後，さまざまな国の言語を学ぶ気はない
24. I刈 R 外国語で牲かれた新聞や雑誌に関心がない
25. I対 R 今後，外目誦検定（英検，仏検， TOEFL,TOEICなど）を受験しようとは息わない
除外された項目
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34. IM.l R 世界平和の維持に関心がない
36. ※ 自分の町をきれいにするように努力するのは大切だ
33. I闘 地球温暖化を防止するために，みんなで努力をしていきたい
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藤原健志 他 FUJIWARA. T. et al 
Table 4 海外•国際交流への積極性尺度の因子分析結果
因子













































































































































































































































. p<.Ol, •p<.05, t p<.10 
（ ）内はnを示す
対角線より右上は事前データ，左下は事後データの結果を．それぞれ示す。
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? ．
?
? ? ? ー
． ． ． ?




(a = .86), 自国理解 (a= .89), 英語力 (a= .90), 




















n 平均植 (SD) 平均値 (SD) df t値
異文化・自国文化理解
外国人への親和性 238 3.74 (0.96) 3.94 (0.88) 237 -4_99・  
自国理解 238 4.01 (0.88) 4.30 (0.78) 237 -5.57" 
多文化椋煎 238 4.06 (0.68) 4.03 (0.69) 237 0.82 
外国文化への典味.I渕心 238 3.15 (0.77) 3.31 (0.75) 237 -3.78" 
外国語能力
1;rn「tブJ 237 2.80 (1.04) 3.04 (0.96) 236 -5.33" 
他者理解 238 3.87 (0.69) 3.95 (0.70) 237 -2.10' 
アサーション 238 3.61 (0.89) 3.59 (0.85) 237 0.26 
典味 • 関心 238 3.59 (0.90) 3.62 (0.91) 237 -0.83 
他者との協同的問題解決能力 237 3.82 (0.59) 3.85 (0.64) 236 -0.88 












性 (t=-4.99, df=237, p<.01), 自国理解 (t=-
5.57, df= 237, p<.Ol), 外国文化への典味• 関心
(t= -3.78, df= 237, p<.01)が，外国語コミュニケ
ーション能力尺度については英語力 (t=-5.33, df= 
236, p<.01)と他者理解 (t=-2.10, df= 237, p<.05) 
が，加えて海外 • 国際交流への租極性尺度 (t=-
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